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2012 年 09 月 27 日発行 

第４回関西みみはなのど治療研究会

虫の声が秋を思わせるこの頃、先生方におかれましてはますま

すご清祥のこととお喜び申し上げます。

平成２４年 9 月１日に大阪中之島・リーガロイヤルホテルにお

いて、第 4 回関西みみはなのど治療研究会を開催いたしました。

昨年は台風直撃の影響で出席者は 45 名にとどまりましたが、今回

は 59 名の方にご参加いただきました。ご多忙にもかかわらず、ご

参加いただきありがとうございました。この場を借りて改めて御

礼申し上げます。

さて今回は「外来での見落とし」をテーマとして演題をまとめ

ました。我々耳鼻咽喉科開業医にとって、「見落とし」は時に致命

的となります。しかも多くの場合、見落としていたという事実を

患者さんから聞くことはありません。つまりフィードバックが効

きにくいといえます。本来であれば、ご出席の先生方にもいろい

ろな症例を提示していただいて活発な議論を行いたかったのですが、今回は当院からの報告と、京都大学平海晴一先生の特

別講演をお聞きいただきました。

次回以降に先生方の施設からの症例報告や症例検討を行う時間を取りたいと考えております。是非ともご協力のほどお願

い申し上げます。

◆一般演題 座長 村上匡孝先生（村上クリニック院長）

一題目「慢性中耳炎、アレルギー性鼻炎、副鼻腔炎、音声疾患に対する当院における治療」

演者 田村芳寛

当院がサージセンターとして稼働し始めてから丸二年が経過しました。これまで大過なく過ごせましたことに改めて感謝

申し上げます。この間当院で行った手術症例は耳、鼻、音声その他の手術を合わせて、約 570 症例でした。術後の出血など

のトラブルは複数経験しましたが、手術に伴う致命的な合併症は起こっておりません。今後も気を引き締めて安全かつレベ

ルの高い手術を目指してゆきたいと思います。

本演題では、後鼻神経切断術後の出血のリスクを減らすため、蝶口蓋動脈を温存しつつ後鼻神経のみを切断する手技の動

画を供覧しました。蝶口蓋孔周囲は手術操作に伴う oozing が起こりやすい部位です。動脈周囲に絡みつくように走行して

いる神経のみを切断するのは簡単ではありませんが、注意深く行えば決して不可能ではありません。ただし、術後のアレル

ギー症状の再燃の可能性については、動脈と共に神経を切断してしまった方が良いのか、あるいは動脈温存するか否かで

outcome に差が出るのか未だわかっておりません。今後症例を重ねて、新しい知見が得られれば改めてご報告したいと考え

ております。また、新しい手術機器として、ハイドロデブリッダーも導入いたしました。これは副鼻腔内を高圧のジェット

水流で洗浄できる機器です。先端をフレキシブルに曲げることができ、上顎洞前壁や蝶形骨洞大翼部など鉗子ではアプロー

チしにくい部分の病変を高圧で洗浄、除去することが可能になりました。ランニングコストが高いのが難点ですが、今後症

例に合わせて使用してゆきたいと思います。また、今回はご紹介できませんでしたが、前彎の強い鼻中隔弯曲症や外鼻変形

を伴う例に対して、昨年より septorhinoplasty を数例に対して行っております。症例を重ねて、改めて別の機会にご紹介

させていただきたいと思います。

また、第 2 回の本研究会でも一色信彦先生に甲状軟骨形成術Ⅱ型につ

いて特別講演をしていただきましたが、今回改めて痙攣性発声障害につ

いて、当院での症例を提示させていただきました。疾患の概念はよく知

られていますが、実際に外来で遭遇する機会はさほど多くはなく、それ

ゆえ診断が難しい疾患です。複数の症例を提示させていただきました

が、実際の喉頭所見の特徴をお分かりいただけたかと思います。更に患

者さんの病歴や訴えを聞くと、会話中の声の独特なつまりや震えに気づ

くことができるようになります。声帯そのものにはほとんど異常がない

ため、「精神的なストレス」が原因とされてしまいがちですが、本疾患

の可能性を頭の片隅においていただければと思います。疑わしい患者さ

んがおられましたら、第 2、第 4 火曜日午後 1 時～3 時の間で一色先生、

田邉先生の音声外来にご紹介いただければ幸いです。
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二題目「外来で見落としやすい真珠腫症例～特に先天性真珠腫についいて～」 

演者 廣芝新也 

 本演題では特に外来で見落としやすい真珠腫症例について当院での症例をまとめ

て提示させていただきました。耳鼻科診療所の外来はどこの施設でも患者数が多く、

全ての患者さんの耳、鼻、咽喉頭を詳細に観察できるわけではありません。中でも

小児については診察に必ずしも協力的ではなく、自分で詳細に症状を述べることが

できないために、成人以上に見落としがある可能性があります。長期にわたり通院

していたにもかかわらず、他施設で真珠腫と診断を受けるケースでは、子供さんの

こととなるとご自身のこと以上に気にされるご両親が多く、元の医療機関に対し不

信感を持たれる方もおられます。今回は自戒を込めて、見落としやすい症例病歴を

含めて、10 症例ほど提示させていただきました。

一側のみ中耳炎を繰り返す症例では先天性真珠腫

の可能性を、また単純穿孔性中耳炎と思われる症

例でも二次性真珠腫の可能性について、注意を喚

起したいと思います。その他真珠腫による外耳道

欠損部が肉芽や痂疲で覆われていたために真珠腫

と診断することが困難であった症例や術後性の真珠腫の症例を提示させていただきまし

た。 

 

◆特別講演 座長 岩永迪孝(京都みみはな手術センター所長）  

「日常診療における耳疾患のピットフォール～中枢性病変、腫瘍性病変の診断と治療～」 

演者 平海晴一先生（京都大学耳鼻咽喉科 助教） 

今回の特別講演では内耳、側頭骨病変について、様々な症例を提示していただきました。聴

力像や臨床的経過はまさにメニエール氏病であるのに実際は聴神経腫瘍であった症例、BPPV

様の眼振を呈しながらも脳幹部に動静脈奇形が見つかった症例、突発性難聴と思ったら椎骨脳

底動脈の狭窄が原因であった症例など、興味深い症例を多数提示していただきました。また、

化学治療の進歩に伴って局所の癌は制御されていても、脳血液関門の存在のため、化学治療を

受けた患者さんの中で癌性髄膜炎症例が今後増えてくるのでは、という提言をされていまし

た。一見開業医にとってはあまり縁がないと勝手に思いこんでおりましたが、実は十分外来診

療で遭遇する可能性がある、したがって見落としが起こり得るのだと意識を新たにしました。

また、講演の中で眼振の観察や側頭骨の画像読影の重要性を挙げておられました。こちらも外

来ではついおざなりになりがちですので、注意したいと思います。 

平海先生は House Ear Institute や Gruppo Otologico にも留学経験があ

り、中耳手術はもとより内耳、側頭骨外科についても積極的に手掛けておら

れます。講演の中でも手術の動画や具体的な手技についても紹介していただ

きました。脳外科と耳鼻科の境界領域であり紹介先に迷うところですが、疑

わしい症例があれば是非とも京大病院へもご紹介くださいとのことです。平

海先生は火曜日と金曜日に外来を担当されています。 

 
以上ご報告させていただきました。第 5 回関西みみはなのど治療研究会は 1

年後の平成 25 年 9 月 7 日に同じリーガロイヤルホテル大阪にて予定してお

ります。是非ともご参加ください。（文責：廣芝新也） 
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第 4 回みみはな Cup 於 田辺カントリー 
研究会の翌日の 9 月 2 日（日）に第 4 回みみはな Cup を開催いたしました。今回の参加者は合計 19 名となり、これま

でで最も参加者が多くなりました。遠くは大分でサージセンターを開設されておられる堀文彦先生にもご参加いただきまし

た。 さて、当日はまずまずの天候で安心しておりましたが、後半終了間際に 10 分間ほどのゲリラ豪雨に見舞われました。

あっという間にグリーンに水が浮いてしまう状態でしたが、さすがは名門田辺カントリー、雨がやむとすぐに水も引いてプ

レー可能になりました。残暑の中、見事優勝されたのは村上匡孝先生、準優勝は留守信興先生でした。前回優勝の川本亮先

生は、後半３４！をマークされ、トータルで７９のベストグロスを獲得されていましたが、ダブルぺリアでのハンディのた

め、連覇はなりませんでした。次回も来年の 9 月 8 日(日)に同じ田辺カントリーで開催予定です。皆様のご参加お待ちして

おります。 

 

 

優勝者コメント 
 

優勝者 村上匡孝先生（村上クリニック院長） 
今回のみみはな杯で優勝の栄誉を賜った、京田辺市で開業している村上です。 

落としどころ狭く、うねるフェアウェイ、難しいバンカー、砲台で速く転がり難し

きグリーン･･･ “結果オーライ”なき罠にあふれる田辺ＣＣ。半端に好調な時ほど

必ずコースに叩きのめされますが、美しきコース、何度も挑戦したくなる素晴しいコ

ースとメンバーとしての自負と面目保持に安堵しています。 

距離が出てアプローチも上手なシングルの上級者ならパットラインがみえるエリ

アのグリーンを狙い落とせばよいのですが、アベレージゴルファーとしては、今回、

前や横から寄せワンを狙う戦略でトライしました。応変に９Ｉ、８Ｉで転がして（パ

ットはあと一歩、決して好調ではありませんでしたが）、バーディーを二つ獲ってト

リプル一つ。この凹凸スコアがダブルぺリアの真骨頂でありましょう。 

我々の医療、手術はもちろんですが治療戦略もゴルフに通ずるところありといわれ

ます。先述した「上級者と平均者の攻略法の違い」もさることながら、カップインを

治療のゴールとすれば（グリーンやピン）まっしぐらに最短距離を目指すのはいいで

すが上手くいかないことが多いですよね。安全確実に状況をみながら堅実に前進するのもいいのですができればロースコア

であがりたいものですよね。トップ、ひっかけ、ザックリは出ないよう努めるのは必定、出たとしても考え直しリセットし

て前進することが肝要です。（バンカーや林、深いラフからでも）素晴らしいリカバリーショットが出ることがあります。

長いパットが入ることもあります。途中経過は各個人いろいろ、病気もいろいろ、患者さんもいろいろ、人生いろいろ（？）。

いろいろやっても確実にホールアウトするのがゴルフ。確実に治療するのが臨床。ただ、ラウンドそのものを無条件に（自

己満足でも）楽しめることが臨床にないゴルフの

喜びと思っています。 

もうひとつ大切なこと。一人ではゴルフは楽し

めません。同組のパートナーとも楽しくやりまし

ょう。ラウンドも倶楽部ライフも大切です。我々、

専門職集団の耳鼻科医も診療（←プレー）をして

いるのは各個人ですが、臨床・医療としては近隣

の先生方、病院、ネットワークの医療人とともに、

まさに“共にラウンドしている”という気概を忘

れないでいたいと思います。 

みみはなのど治療研究会が、意見交換、情報交

換を超えた、知識や経験のブラッシュアップと、

プロの耳鼻科医としての「次のショット：次の一

手」や「違った攻め方：別の視点」への思考の糧

となることを願ってやみません。 

さあ、また、田辺ＣＣでゴルフをしましょう。 

（日常の忙事、雑事を忘れて･･･） 
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手術見学についてのお知らせ
昨年もご案内申し上げましたが、手術見学は随時受け入れ可能です。この 1 年

でも多くの施設から見学にお越しいただきました。開業するとどうしても手術に

携わる機会が減ってしまいますが、外来診療への刺激を与える意味でも見学して

いただくことは有益ではないかと考えております。  

月・水・木の手術日に加え、第 1・3・5 週の火曜日午後が手術日です。原則と

して、耳の手術は毎週水曜日と隔週の月曜日、鼻の手術は毎週木曜日と隔週の月

曜日、音声・形成関連の手術は火曜午後に行っております。

この機会に、先生方のお考えやご要望をお伺いして、今後の医療活動に生かし

てゆきたいと考えております。ご希望の方は同封の Fax 用紙でお申込みください。

午前中だけ、もしくは何時から何時まで見学希望という形でも結構です。お申込みお待ちしております。（文責：田村芳寛）

事務長就任のご挨拶

医療法人顕夢会 事務長 山田昌彦

今年の７月から、医療法人顕夢会ひろしば耳鼻咽喉科の事務長に着任いたしました。

廣芝先生からは、職員が働きやすく、また働き甲斐のある職場作りに注力するようにとの

命題をいただいており、今特に力を入れて取り組んでいるのは、労務管理に係る事柄です。

一言に労務管理と言っても範囲は非常に広く、採用や契約更改、また職員との個別面談によ

るメンタルケア、諸規定の整備など多岐にわたり、当院にとってのベストプラクティスを模

索しています。また、対外的には患者さんのご紹介などで日頃よりお世話になっている近隣

の開業医の先生方のニーズにお応えすべく、時々ご訪問させていただき先生方のご意見をお

伺いすることも重要な職務です。また今後ご挨拶にお伺いすることもあろうかと思います。

よろしくお願い申し上げます。

私は、これまで地方銀行で３３年間勤務し、そのあと人材派遣会社で代表取締役として３年間勤務していました。銀行

時代は金融を通じて、そして人材派遣会社では労務管理を通じて企業をサポ－トしてきました。特に、派遣会社での３年

間で、労働基準法や労働者災害補償保険法などの労働法規について、実務面での運営方法や法規制を遵守するための労務

管理体制作りについては良く勉強できた期間であったと思っています。

また、私は㈱ＭＹパ－トナ－ズという経営コンサルタント会社に所属しています。この会社は、公認会計士や経営に強

い大学准教授が運営しており、医療分野専門の弁護士と提携しています。従って、クライアントからの相談にはワンスト

ップで対応できるクオリティの高い会社です。私もこの７月から社会保険労務士としてその一員に加わっていて、ここで

私もより一層知識を磨いていきたいと思っています。

私のモット－は、「人間至る処、青山有り」という言葉です。人はどこにでも骨を埋める地があるもので、故郷ばかりが

死に場所ではないのだから、志を持って郷里を出て、おおいに活躍すべきであるという意味で、常に高い志を持ち続ける

ことで活躍の場所はどこにでもあるとの思いから、この言葉が好きです。

趣味はスポ－ツ観戦で、特にサッカ－と女子ゴルフは良く現場まで応援に行っています。サッカ－は、ブラジルＷ杯の

アジア予選の最中ですが、日本戦の日には難波のスポ－ツバ－へ行って同じ想いのファン等と声をからして応援の輪の中

に入って、熱気のある若い人から元気をもらっています。また、ゴルフは上田桃子の大ファンですが、最近彼女の活躍が

少ないので少し心配していて、ＣＳ放送での米ツア－観戦を通じて応援メッセ－ジを送り続けています。先般は「第 4 回

みみはなＣＵＰ」に初めて参加して、楽しくラウンドさせていただきましたが、先生方はお忙しい中にもかかわらず、練

習やラウンドを通じて腕を磨いておられるのを目の当たりにして、私も来年のコンペに向けて練習に励もうとの意を強く

しました。来年のコンペも、たくさんの先生方にご参加いただけたらと思います。

 私自身、多くの先生方と接して色んな面を磨いていたきいと思っていますし、これまで蓄積した労務管理のノウハウや

社会保険労務士の資格を活かして当院のために尽力していきたいと思っていますので、これからもよろしくお願いします。

〒610-0355
京都府京田辺市山手西 2-2-3 日東西ビル 2F-3F

TEL：0774-64-0789(外来受付) 0774-46-8719(手術相談)
FAX：0774-64-0872

http://www.hiroshiba.com/ http://www.kyoto3387.jp/


